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Inthispaper，aSapreliminaryanalysisforbiographicalresearch，Wetaketwokindofdataon

NewZealanders，Whowere engagedin activitiesoftheNew Zealandbranch，InstituteofPacific

Relations（IPR）establishedin1926・Oneisparticipants，1istofNewZeal云nders，Whoatt昌ndedpacin云

ConferencesofIPRbetweenthefirstconferenceheldinHawaiiin1925andthethirteenthconference

heldinLahorein1958．Anotheriso伍cialS，1istofNationalCouncilofNewZealandIPRin1927・From

thesedata，WereCOgnizewhowereexecutivemembersofNewZealandIPRatthattime，andwhowere

theNewZealanddelegatestothePacificConferences．

Thenusingtwobooks：theDictionarydNewZealandBiograPhypublishedbyDepartmentof

InternalAffairsandWhoゝwhoinNewZealandandtheWestern勉ciJic（3rded・）byG・H・Scholefieldin

1931，WePickuppersonswhoarelistedinthetwo kindofdataabovementioned・Fromthese

researches，WefoundthatNewZealandmemberswereprominentpersonsatthattime・SOmanyIPR

membersinNewZealandwerefoundinthesebooks．

はじめに

ニュージーランド太平洋問題調査会（NewZealandBranch，InstituteofPacificRelations：以下，

ニュージーランド調査会と略称）の発足過程に関しては，これまで2つの拙論（1）で検討し，ニュージー

ランド国際問題研究所（NewZealandInstituteofInternationalAffairs：以下，ニュージーランド研

究所と略称）と，最終的には吸収合併されたことを検証した。そこで簡単に，その過程を振り返ると，

以下の通りである。

‾‾二二二ジーランド調査会は，19彿青首月‾面白から千首i5 日にかけてハワイのホノ ルルで開催され

た第1回太平洋会議に，11名の参加者を送った（2）。この会議は，YMCA（基督教青年会）関係者が開催

準備をしたことで，ニュージーランドYMCA関係者が当初から関係していた（3）。第1回太平洋会議が

成功裏に終了した結果，各国・地域に支部を設立することが同会議中に決議された。ニュージーランド

では，第1回会議が終了した翌年の1926年8月3日に，J・B・ガウとジョン・B・コンドリフの呼び

かけで，設立のための会議がウェリントンで開催され，同月25日に規約が制定され，下記の理事会メン
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バーが決定された（4）。

理事長：ジェームズ・アレン（SirJamesAllen：元首相，元英国駐在高等弁務官，国際連盟総会

でのニュージーランド代表：人物番号38番，後述）

副理事長：ジョージ・エリオット（SirGeorgeElliott：ニュージーランド銀行総裁：人物番号39

番），マウイ・ポマール（SirMauiPomare：内閣マオリ族代表：人物番号40番），J・B・ガ

ウ（Hon．J．B．Gow：ニュージーランド上院議員：人物番号5番）

名誉幹事：ジョン・B・コンドリフ（JohnB．Condliffe：ニュージーランド大学カンタベリー校経

済学教授：人物番号3番，後述）

名誉監事：Ⅴ・N・ビーズリー（Ⅴ．N．Beazley）

幹　事：C・E・パーカス（Prof．C．E．Hercus：オゴタ医学カレッジ副学部長：人物番号44

番），H・E・ギブズ（Dr．H．E．Gibbs：人物番号45番），エルネスト・マースデン（Dr．

ErnestMarsden：教育省副長官：人物番号43番），N・E・コード（MissN．E．Coad：ウェ

リントン教育庁：人物番号46番），デイビッド・S・スミス（DavidS．Smith：英国ラウン

ド・テーブル運動幹事，弁護士：人物番号49番），C・S・ファルコナー（C．S．Falconer：

人物番号50番），W・ホリス・コッカー（W．HollisCocker：法廷弁護士：人物番号14番），

A・L・クロップ（A．L．Cropp：実業家：人物番号47番，後述），ウォルター・ナッシュ

（WalterNash：ニュージーランド労働党書記：人物番号12番），H・F・フォン・バースト

（H・F・VonHaast：実業家：人物番号24番），J・D・グレイ（J．D．Gray：外務省自治領長

官：人物番号48番）

その後，13年後の1939年9月に，ニュージーランド調査会は，1934年7月に発足したニュージー

ランド研究所に，事実上　吸収合併された（5）。これにより，ニュージーランド調査会の名称は消滅する

が，ニュージーランド研究所は，現在でも，ニュージーランドの首都ウェリントンにあるビクトリア大

学の1つの付属機関として活動を続けている。

本稿では，ニュージーランド太平洋問題調査会で活動した人物を取り上げ，その予備的考察として，

どんな人が活動を担っていたかを検討する。従って，本稿では，個別の人物に関しては伝記的な考察は

せず，次回以降の課題とする。

第1章　太平洋会議に参加した37名のニュージーランド人

太平洋問題調査会が主催した国際会議（以下，太平洋会議）は，1925年にハワイで開催された第1回

目から，インドのラホールで1958年に開かれた第13回日まで，2年から4年の間隔で開催された。

ニュージーランド調査会は，この初回のハワイ会議から，最後の2回（1954年の京都会議，1958年の

最後のラホール会議）を除いて，1950年に開催された第11回昌のラクノウ会議まで，11回にわたり参

加者を派遣した。しかし，最初の6回までの太平洋会議には，本国のニュージーランドから代表団を派
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遺したが，第7回目から第11回目までは，開催地に住んでいるニュージーランド人か，開催地を通過す

るニュージーランド人に参加を依頼した。従って，第1回日から第6回目までが，ニュージーランド調

査会が活動を活発化していた時期であった。

この太平洋会議へのニュージーランド参加者を，国際事務局が発行した議事録に基づいて一覧表にし

たのが，下記である（6）。各太平洋会議での参加者のメンバーに，どんな人物がいたかを，以下で簡単に検

討する。

（1）第1回太平洋会議（1925年6月30日～7月14日）ハワイ，米国

1）A．C．Caughey，Businessman，Auckland．［AndrewClark，1849－1928］

2）Dr．J．MacMillanBrown，Ethnologist．Chancellor，NewZealandUniversity，Christ－

Church．［John，1846－1935］

3）J．B．Condliffe，Professor of Economics，Canterbury College，University of New

Zealand，Christchurch．［JohnBell，1891－1981］‾

4）W．D．M．Glaister，Solicitor，Auckland

5）J．B．Gow，MemberoftheLegislativeCouncilofNewZealand，Wellington・［James

Burman，1862－］

6）Harry N．Holmes，Travelling Secretary，FederalCouncilofChurchesofChristin

America，FormerY．M．C．A．SecretaryinNewZealand，NewYork

7）H．W．Kersley，Director，James Smith，Ltd・SoftGoods Store・Chairman，Y・M・C・A・

NationalCommitteeforNewZealand，Wellington

8）C．M．Luke，Ex－Member of the Legislative Councilof New Zealand，Wellington・

［CharlesManley，1857一］

9）Mrs．R．Pearson，MemberofNewZealandFieldCommitteeY・W・C・A・，Wellington

lO）HughTennent，HenryDavisAuditCompany，Honolulu，Hawaii・［HughC・］

11）A．Varney，GeneralSecretary，NationalCommitteeofY・M・C・A・forNewZealand，

Wellington．［Arthur］

第1回太平洋会議：第1回目だけは，YMCA（基督教青年会）が主催者であったので，参加各国・地域

ともに，キリスト教関係者が多かった。ニュージーランドも，11名の参加者のうちで4名が，YMCAか

YWCA（基督教教女子青年会）に所属するキリスト教関係者であった。また，このメンバpの中心人物

は，ニュージーランド大学カンタベリー校の教授であったジョン・B・コンドリフである。彼がニュー

ジーランド代表斑の一員に選ばれたのは，熱心なキリスト教徒であったためと思われるが，彼は，この

第1回会議の後に，ハワイにある太平洋問題調査会の国際事務局の調査部長として，1927年2月に

ニュージーランドを去った。これは，ニュージーランドでよく起こる頭脳流出の一例である。その後，

コンドリフは，彼のカンタベリー校の学生であったウイリアム・L・ホランド（William L・Holland：
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1907－2008）をクライストチャーチからハワイへ，最初は私設秘書として1928年末に呼び寄せたが，

これが契機となり，ホランドは，太平洋問題調査会との33年間にわたる関係ができた。1961年に太平

洋問題調査会が解散する際の事務総長であったホランド名誉教授は，我々の研究活動を見守ってくれて

いたが，本年5月8日に101才で死去した。

ハワイ在住のヒュー・テネットは，第2回の開催地もハワイであったので，第2回会議と，また上海

で開催された第4回会議にも参加した。また，ニュージーランド大学の学長であったJ・マクミラン・

ブラウンは，クライストチャーチにあるカンタベリー校の有名な民俗学者であり，彼の妻は，ニュー

ジーランドで最初に女性として博士号を得た人である。ブラウンの名前にちなんで，現在でも，カンタ

ベリー大学内にあるマオリ研究センターは，マクミラン・ブラウン研究センターと命名されている。

（2）第2回太平洋会議（1927年7月15日～29日）ハワイ，米国

12）Walter Nash（Chairman），Secretary ofthe New Zealand LaborParty，Wellington．

［1882－1968］、

13）PeterHenryBuck（TeRangihiroa），FormerlyDirectorofMaoriHygiene．NewMem－

berofStaffofBishopMuseum，Honolulu，Hawaii．［1880－1951］

14）WilliamHollisCocker，BarristerandSolicitor，Auckland．［1896－1962］

15）WilliamMawson，PresbyterianMissionary，FormerlyofCanton，China．［1874－］

10）HughC．Tennent，Tennent＆Wright，Honolulu，Hawaii．

第2回太平洋会議二この会議には，4名のみが参加しているが，団長のウォルター・ナッシュは，戦後期

の1958年から1960年に掛けてニュージーランドで首相を務めており，全ての太平洋問題調査会の関

係者の中で，最高の社会的地位に就いた人物である。また，ピーター・バックは，マオリとパケハ（白

人）の混血であり，マオリ名は，テ・ランギ・ヒロア（TeRangiHiroa）であった。他のマオリ系メン

バーは，マウイ・ポマール（SirMauiPomare：人物番号40番，後述）とアビラナ・ナタ（Apirana

Ngata：人物番号59番）である。彼ら3名は，テ・アウテ・カレッジ（TeAuteCollege）の卒業生で，

1909年にはマオリ族の地位向上を目指して，ヤング・マオリ覚（YoungMaoriParty）を結成した。こ

の会議の後に，ピーター・バックは，ハ＿ワイにあるビショップ博物館に勤め，後に館長となると同時に，

イェール大学の客員教授ともなり，ポリネシア文化研究の第一人者となった。（7）W・ホリス・コッカー

は法廷弁護士で，ニュージーランド調査会オークランド支部の委員長であり，またオークランド校の理

事長でもあった。

（3）第3回太平洋会議（1929年10月28日～11月9日）京都，日本

16）W．B．Matheson（Chairman），GovernmentRepresentative atInternationalAgricul－

turalConferenceatRome．［WilliamBrooklyn，1861－］

17）HoraceBelshaw（Secretary），ProfessorofEconomics，AucklandUniversityCollege．
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［1898－1962］

18）MissV．Hay，Auckland．［A．Vera，DiocesanGirls’School］

19）L．Hogwood，Teacher，KowhaiJuniorHighSchool，Auckland

20）G．Lawn，LecturerinEconomics，CanterburyCollege，Christchurch・［George］

21）MissM．Seaton，Wellington．［Mary］

22）MissC．West－Watson，CanterburyCollege，Christchurch・［Carol］

第3回太平洋会議：京都会議には7名のニュージーランド人が参加したが，そのうちの3名は女性で

あった。太平洋問題調査会の先駆性の1つは，戦前期の男性中心の社会において，女性の地位向上のた

めに，若くて有能な女性を各国の事務局で採用し，その後に，その何人かは著名な人物となったことが

挙げられる。ニュージーランド太平洋問題調査会でも活躍したホレス・ベルショウは，1927年から

1944年までオークランド校の教授であった。その後，太平洋戦争中，彼は，ホランドがOWI（U・S・

0伍ceofWarInformation：戦時情報局）－で働いている問，太平洋問題調査会の研究部長として職を得

て，2年間ニューヨークに滞在した。その後，ホランドが国際事務局に復帰したために，ニュージーラン

ドへ戻り，戦後期は，首都のウェリントンにあるビクトリア大学で教鞭をとった。彼は，この第3回京

都会議以外に，1936年の第6回ヨセミテ会議，1945年の第9回ホット・スプリングス会議にも参加し

た。G・ローンは，コンドリフがハワイの国際事務局に転職したために，後任としてA・H・トッカー

（A．H．Tocker）が就任し，そのトッカーの後任で経済学部の講師となった人物である。

（4）第4回太平洋会議（1931年10月21日～11月2日）上海・杭州，中国

23）W．T．G．Airey，LecturerinHistory，AucklandUniversityCollege・［WillisThomas

Goodwin，1897r1968］

24）H．F．vonHaast，Barrister，Wellington・［HeinrichFerdinand，1864．1953］

25）R．G．Hampton，Secretary，Christchurch Branch，New Zealand Council・［Richard

George］

18）MissA．VeraHay，Secretary，AucklandBranch，NewZealandCouncil・

26）J．E．Strachan（Chairman），Headmaster，RangioraHighSchool・［JamesErnest，1883．］

10）H．C．Tennent，Accountant，Honolulu・［Hugh］

第4回太平洋会議：H・F・フォン・バーストは，ウェリントンに住んでいる法廷弁護士であるが，ウェ

リントン支部の名誉幹事であり，第5回パンフ会議にも参加している。オークランド支部の名誉幹事

A・ベラ・へイは，オークランドで有名なディオセサン女子校（Diocesan Girls’School）の教員でもあ

り，前回の第3回京都会議にも参加している。W・T・G・エイリーは，オークランド校の講師であり，

後に著名な歴史学者となった。
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（5）第5回太平洋会議（1933年8月14日～26日）パンフ，カナダ

12）Hon・WalterNash（Chairman），MemberofParliament．FormerlyGeneralSecretary，

NewZealandLabourParty，LowerHutt．［1882r1968］

27）GeorgeWhitefieldArmitage，Jr．，Farmer，Fairlic．［1868－］

28）FrankMilner，Principal，WaitakiBoys’HighSchool，Oamaru．［1875－1944］

21）MissMarySeaton，Secretary，WellingtonGroupoftheIPR，Wellington．

29）Hon・WilliamDownieStewart，MemberofParliament．FormerlyMiniSterofFinance，

Dunedin．［1878－1949］

24）HeinrichF・VOnHaast，Barrister－at－Law，Wellington．lFerdinand，1864－1953］

第5回太平洋会議：この会議には，ニュージーランドから6名が参加した。ウェリントン支部の名誉幹

事メアリー・シートンは，第3回京都会議に続いて第2回目の参加であり，ウォルター・ナッシュも，

第2回ハワイ会議に続く第一2個巨の参加である。－ウィーリアム・ダウニーナスチュアートは国会議員であ

るが，保守的考えの持ち主で，彼と比べると当時は若かったホレス・ベルショウにとっては，煙たい存

在であった。フランク・ミルナーはワイタキ高等学校の校長で，当時は著名人であった。この高校は，

ニュージーランドの南島の中央部にあり，現在も存在している。彼は，1944年に朝礼中に倒れて死去し

た。彼の息子のイアン・F・G・ミルナー（IanF．G．Milner：1911～1991）は，オーストラリア外務省の

職員であったが，戦後期のオーストラリアで起こったペトロフ事件で，旧ソ連のスパイではないかと疑

われ，当時は鉄のカーテンの向こう側にあったチェコスロバキアのプラハにあるチャールズ大学で英文

学を教えるために，彼の妻とともに移住した。イアン・ミルナーは，太平洋問題調査会のメンバーでも

あり，国際事務局が編集したインクアィアリー・シリーズの1冊（Ⅳe蝕Zeααれdゝ加古eγeSねαれdわJ兢cs

柁肋¢♪bγ励sf，1939，IPR）を出版している。

（6）第6回太平洋会議（1936年8月15日～29日）ヨセミテ，米国

17）HoraceBelshaw（Chairman），ProfessorofEconomics，AucklandUniversityCollege．

［1898－1962］

30）E・N・Merrington，Principal，KnoxCollege，Dunedin．［ErnestNorthcraft，1876－］

31） Rev．H．W．Newell，Minister of the Terrace CongregationalChurch，Wellington．

［HerbertWilliam，1890－］

21）MissMarySeaton，Wellington．

32）BruceR・Turner，Hon・Secretary，NewZealandBranchoftheIPR．PrivateSecretary

to MinisterofFinance

第6回太平洋会議：この会議では，ホレス・ベルショウが団長であり，メアリー・シートンが第3回目

の参加をしている。そのほか，ウォルター・ナッシュの私設秘書であるブルース・R・ターナーが参加
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しており，彼はこの後，1942年の第8回モン・トランプラン会議，1945年の第9回ホット・スプリン

グ会議にも参加している。このヨセミテ会議には，後にゾルゲ事件の中心人物となる尾崎秀実も，日本

グループのメンバーの一員として参加していた。

（7）第7回太平洋会議（1939年11月18日～12月2日）バージニア・ビーチ，米国

3）J．B．Condliffe，ProfessorofEconomics，UniversityofCalifornia・FormerlyProfessor

ofCommerce，LondonSchoolofEconomics・FirstResearchSecretaryoftheIPR・

AdvisertotheIPRInquiry．［JohnBell，1891－1981］

第7回太平洋会議‥1939年のバージニア・ビーチ会議は，2カ月前に欧州で第2次世界大戦が勃発し

ており，参加者総数も36人と少なく，この会議の正式名称は，会議（Conference）ではなく，研究集会

（StudyMeeting）と名づけられたほど，小規模な会議であった0この会議には，米国に在住しており，カ

リフォルニア大学バークレ†校の教授と一なっていたユンノドリフが－1名参加しただけであったe－

（8）第8回太平洋会議（1942年12月4日～14日）モン・トランプラン，カナダ

12）Walter Nash（Chairman），New Zealand Minister to the United States，and New

ZealandMemberofthePaci負cWarCouncil，Washington．NewZealandMinisterof

Finance since December1935．Deputy PrimeMinistersince1940・Vice－President，

NewZealandInstituteofInternationalAffairs．［1882－1968］

32）BruceR．Turner，Secretary，NewZealandLegation，Washington・FormerSecretary，

NewZealandInstituteofInternationalAffairs．

第8回太平洋会議‥この会議は，カナダのスキー・リゾート地であるモン・トランプランで，太平洋戦

争勃発の1年後に当たる1942年12月に開催された。この会議には，ワシントンにニュージーランド

公使として駐在していたナッシュと，彼の秘書でもあり，また1936年の第6回ヨセミテ会議にも参加

したターナーの2名が参加した。

（9）第9回太平洋会議（1945年1月6日～17日）ホット・スプリングス， 米国

17）HoraceBelshaw（Chairman），ProfessorofEconomics，AucklandUniversityCollege，

Auckland．ResearchSecretary，NewZealandInstituteofInternationalAffairs・［1898．

1962］

32）BruceTurner，Secretary，NewZealandLegation，Washington，D・C・FormerSecretary，

NewZealandInstituteofInternationalAffairs．

第9回太平洋会議：太平洋戦争終結の8カ月前に開催されたホット・スプリングス会議は，人里はなれ
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たホームステッドという豪華ホテルで開催された。参加者は，ベルショウとターナーの2名で，ベル

ショウは，この時の肩書きは，ニュージーランド大学オークランド校の教授であった。

（10）第10回太平洋会議（1947年9月5日～20日）ストラットフォード，英国

33）CyrilBelshaw（Chairman），FormerlyAdministrativeOfncer，BritishSolomonIslands．

［CyrilShirley，1928－］

34）AlanE・Horsman，LecturerinEnglish，AucklandUniversityCollege

35）R．D．Scobie，EducationalOfncer，AucklandWarMemorialMuseum

第10回太平洋会議：団長として参加したシリル・ベルショウは，ホレス・ベルショウの息子で，彼が大

学院生の時に，太平洋問題調査会から研究資金を得て，島嘩国の研究をしていた。英国のストラット

フォードで開催されたこの会議には，英国に滞在していたために参加を依頼されて，出席した。後に彼

は，カナダのブ丑テーイシェt－コロンビア大学の教員と－なるが，最後は英国に移住していFる。一他の2名の

参加者であるオークランド校のホースマンとオークランド戦争博物館員のスコピーも，英国に滞在して

いたので，この会議への参加を依頼された。

（11）第11回太平洋会議（1950年10月3日～15日）ラクノウ，インド

36）PhilipMatthews，Journalist・AssistantEditor，Neu）ZealandNationalReview，1949－50．

［PhilipAlbert，1921－］

37）W・M・Ryburn，VicePrincipal，ChristianHigh＆NormalSchool，Kharar，District

Ambala，Punjab，India．［WilliamMorton，1895－］

第11回太平洋会議：ニュージーランド人が参加した最後の第11回ラクノウ会議は，インドに滞在し

ていた2名が参加した。

第2章『ニュージーランド伝記辞典』に掲載されている人物

『ニュージーランド伝記辞典（TheDictionaryofNewZealandBiography）』（以下，『伝記辞典』）は，

内務省‾（Depai元彿tb‾玩ti元云lA窟云ifs）‾か中心と なって，年代ごとに区切って，英語とマオリ語で出版

されている（8）0この内容は，インターネットでも検索することが可能である。そこで，検索項目として

「instituteofpaci負crelations」を挙げると，以下の14名の名前がヒットした（9）。

1）Airey，WillisThomasGoodwin1897－1968（人物番号23番）

Universityprofessor，historian，peaCeaCtivist

2）Allen，James1855－1942

Politician，diplomat
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3）Barnard，WilliamEdward1886－1958

Lawyer，pOlitician，parliamentaryspeaker

4）Belshaw，Horace1898－1962（人物番号17番）

Teacher，eCOnOmist，universityprofessor

5）Benson，GertrudeHelen1886r1964

Professorofhomescience

6）Benson，WilliamNoell885－1957

Geologist，universityprofessor

7）Condliffe，JohnBell189卜1981（人物番号3番）

Economist，universityprofessor，eCOnOmicconsultant

8）McIntosh，AlisterDonaldMiles1906－1978

Librarian，Seniorservant，diplomat

9トMiher，Frank1875－1944（人物番号28番1－

SchooIprlnCipal，educationalist

lO）Nash，Walter1882－1968（人物番号12番）

Clerk，COmmerCialtraveler，Shopkeeper，pOlitician，prlmeminister

ll）Scholefield，GuyHardy1877－1963

Journalist，historian，arChivisit，1ibrarian，editor

12）Smith，DavidStanley1888－1982

Lawyer，judge，educationalist

13）Strachan，JamesErnest1883－1973（人物番号26番）

SchoolprlnCipal

14）Thomson，JamesAllen1881－1928

Geologist，SCientificadministrator，muSeumdirector

この中で，太平洋会議へ参加した人は，1番目のエイリー（第4回会議‥人物番号23番），4番目のベ

ルショウ（第3回，第6回，第9回：人物番号17番），第7番のコンドリフ（第1回，第7回：人物番

号3番），9番目のミルナー （第5画入物番号‾痴番）‾，10番‾目のナ‾ッシニ（第2‾回，第5回，第8回：

人物番号12番），第13番のストラッカン（第4回：人物番号26番）の6名である。

この他の8名の経歴を簡単に解説する0まず第2番目のジェームズ・アレン（人物番号38番：後述）

は，先に記したように，ニュージーランド調査会の設立時の理事長であり，1938年まで理事長職を務め

た人物である。第3番目のバーナードは，1935年の総選挙の結果労働党が勝利したために，ナッシュが

大蔵大臣に就任する時に，下院議長となった人物で，ニュージーランド調査会が1939年にニュージー

ランド研究所に吸収合併される時のニュージーランド研究所の理事長であり，また合併後も理事長職を

続けた人である。第5番目と第6番目のベンソンは夫婦であり，南島のダニーデンにあるオタゴ大学
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で，妻のヘレンは家政科の教授で，夫のノエル（人物番号65番：後述）は地質学の教授であった。ノエ

ルは，一時期，ニュージーランド調査会の調査部長を務めた。第8番目のマッキントッシュは，1934年

に，コンドリフ，スコラフィールドに続く第3代目の名誉幹事として，ニュージーランド調査会の役員

として参加した0彼は，就任時には国会図書館の副図書館員であり，同時に，ニュージーランド研究所

の初代幹事も務めていた0しかし，1年後には，彼は，図書館員から首相府に務めることになり，名誉幹

事を辞任した。その後は，首相府が外務省を兼ねていたので，彼は外務関係の仕事に付き，最終的には

外交官となった0第11番目のスコラフィールド（人物番号42番：後述）に関しては，第3章で，詳し

く紹介する。第12番目のスミス（人物番号49番：後述）は，1909年に設立されたラウンド．テーブル

（RoundTable）運動のメンバーであったことから分かるように，国際問題に関心をもっており，最高裁

の判事となっても，ニュージーランド調査会のメンバーとして活動した（10）。最後の14番目のトムソン

（人物番号57番：後述）であるが，彼が，ニュージーランド調査会の創設メンバーであることは，資料

から分かるが，その後にどのような活動をしたかは，今のところ不明である。

以上が，一太平洋問題調査会との関係が，伝記の車で明示されていた14各である。－こ土iづ－ランド調

査会のメンバーで，上記以外に，太平洋会議に参加した人物で，伝記のある人物は，次の3名である。

人物番号2番二Brawn，JohnMacmillan1845－1935

UniversityProfessorandadministrator

人物番号13番：PeterHenryBuck（TeRangihiroa）1877？－1950

Doctor，militaryleader，healthadministrator，pOlitician，anthropologist，muSeumdirec－

tor

人物番号30番：Stewart，WilliamDownie1878－1949

Lawyer，pOlitician，Writer

ニュージーランド調査会のメンバーで，太平洋会議には参加しなかったが，国内での活動に従事した

著名人は，注4の1927年時の名簿を見ると，以下の通りである。

人物番号40番：Pomare，MauiWiremuPitiNaera1875／1876？－1930

Medicalofncer，Maorihealth reformer，pOlitician

人物番号43番：Marsden，Ernest1889－1970

Physicist，universityprofessor，educationalandscienti負cadministrator

人物番号44番：Hercus，CharlesErnest1888－1971

Doctor，PrOfessorofpublichealth

人物番号46番：Coad，NellieEuphemia1883－1974

Teacher，COmmunityleader，Writer

人物番号52番：Skinner，HenryDevenish1886－1978
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Soldier，ethnologist，universitylecturer，muSeumCuratOranddirector，1ibrarian

人物番号53番：Hight，James1870－1958

Universityprofessor，educationaladministrator，historian

人物番号54番：Fowlds，George1860－1934

Clothier，pOlitician，universityadministrator，COmmunityleader

人物番号56番：ThomsonGeorgeMalcolm1848－1933

Teacher，SCientist，educationalist，pOlitician

人物番号58番：Acland，HughJohnDyke1904－1981

Farmer，POlitician，WOOlboardchairman

人物番号59番：Ngata，ApiranaTurupa1874－1950

NgatiPorouleader，1andreformer，pOlitician，SCholor

人物番号62番：Holland，HenryEdmund1868－1933

－Tradellniorrist，－SOCia：1ist，journalist，pOlitician　一一、

以上より，ニュージーランド調査会の太平洋会議参加者と初期のメンバーを見る限り，著名人が多く，

『ニュージーランド伝記辞典』を用いると，かなりの人物の生涯が分かることが明らかとなった。

第3章　ガイ・H・スコラフィールドの『名士録』に掲載されている人物

人物番号42番のガイ・バーディ・スコラフィールドは，第2代目の名誉幹事として，コンドリフか

ら幹事職を1927年2月に引き継ぎ，1934年8月まで約8年間に渡り，ニュージーランド調査会の活

動に関わった。彼は，1907年以来，『名士録：ニュージーランドと西太平洋（Ⅳ加点l勒0加〃e紺Zeα－

α乃dαれd娩el穐Sねmfbc所C）』（以下，『名士録』と略称）を5版に渡って出版した。

1．mo W第0inNewZealandandtheⅥ7esternIbciJic（1sted．），G．H．Scholefield，Gordon＆

GotchProprietary，1908

2．附ob WhoinNewZealandand the Westernfbcific（2nded．），G．H．Scholefield，The

RangatiraPress，1925

3． Tm。b Tm。inN。WZ。。l。nd。ndtheⅥ7bstem劫C研C（3rded．），G．H．Sもhol彿eld，Trie

RangatiraPress，1931

4．Tmob Tmoin New Zealand and the WestemnlCyic（4rd ed．），G．H．Scholefield，The

RangatiraPress，1941

5．WhobWhoinNewZealandandtheTVestemIbc顔C（5thed．），G．H．Scholefield，A・H・＆A・

W．Reed，1951

本章では，彼が名誉幹事であった時期の1931年に出版された第3版の『名士録』を用いて，ニュー
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ジーランド調査会関係者の関連記事を探してみる。なお，同書の57頁に，太平洋問題調査会に関する記

述があるので，以下で転記する。

InstituteofPacificRelations：Established1926

Generalheadquarters：Honolulu，Hawaii．

NewZealandBranch：President，Hon．SirJamesAllen，M．L．C．；

Vice－PreSidents，W・H・Cocker，LL・B・（Ak．），J．E．Strachan，M．A．，B．Sc．（Rangiora），Walter

Nash，M・P・（Wn・）；C0－0ptedmemberofNationalCouncil，W．B．Matheson（Wn．）；honorary

SeCretary，G・H・Schole丘eld，0．B．E．，D．Sc．（ParliamentaryLibrary，Wn．）；hon．treas．，Ⅴ．N．

Beasley（P・0・Box1462，Wn・）；reSearChsec．，Prof．W．N．Benson（OtagoUniv．，Dn）．

Groups・Auckland：Chairman，W．H．Cocker；hon．sec．MissVeraHay，M．Sc，108Graftonrd．

We11ington：Chairman，W．Nash，M．P．；hon．sec．，H．F．Haast，M．A．，LL．B．，41Salamanca

R rd・，Wn・Canterbury：Chairman，JIEStracharr；M．A．，B二‾Sc．；．horr．sec．R．RG．Hampton，

RichmondHill，Sumner・Otago：Chairman，Prof．Benson；hon．sec．，Dr．W．J．Mullin，16

Maheno st．Du．

上記を見ると，1931年時の役員が分かり，同時に，4つの支部（オークランド地区，ウェリントン地

区，カンタベリー地区，オタゴ地区）が存在していたことが明らかとなった。次に，『名士録』の略歴の

中で，太平洋問題調査会との関係が明記されている人物とその該当箇所を転記する。

人物番号3番：J．B．Condliffe（134貢），

researchsec．Inst．ofPaci丘cRelations，Honolulu，1927－31

人物番号12番：WalterNash（268頁），

delegatebiennialConf・Inst・OfPacificRelations，Honolulu．1927（av．－preS；Chm．Wn．

Groupto1932）

人物番号14番：WilliamHollisCocker（132頁），

1927deleg・tOInst・OfPacificRelationsConf．，Honolulu（nowchm．Ak．group）

人物番号15番：Wi11iamMawson（255頁），

deleg．toConf．Inst．ofPaci丘cRelations，Honolulu，1927

人物番号16番W．B．Matheson（255頁），

1929delegatetoI．P．R．Conf．，Kyoto；1932chm．Wn．groupI．P．R

人物番号17番：HoraceBelshaw（96頁），

deleg．Inst．Pac．Rel．Conf．，Japan，1929

人物番号24番：H．F．vonHaast（338頁），

1929sec・Wn・grOupInst．PacificRelations；1931deleg．toShanghaiconf．
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人物番号26番：J．E．Strachan（325頁），

V．－preS．N．Z．branchInst．Paci丘cRelations

人物番号38番：SirJamesAl1en（76頁），

pres．Inst．ofPacificRelations（N・Z・branch）sinceinception

人物番号42番：Dr．GuyH．Scholefield（307貢），

hon．sec．Instit．ofPaci丘cRelationssince1926

人物番号50番：C．S．Falconer（160頁），

foundn．mem．Wn．branchInst．ofPaci負cRelations

人物番号66番：Prof．W．N．Benson（98貢）

researchsec．forN．Z．Inst．ofPaci負cRelations，andchm．Otagobranch

上記の12名の略歴の中には，太平洋会議への参加や，ニュージーランド調査会の理事や役員であっ

たことが記されていた。次に，略歴には太平洋問題調査会との関係は明記さ▼れて慮いないが，、調査会の

メンバーであった略歴が載せてある人物とその該当箇所を示しておく。

（1）第1回太平洋会議参加者

人物番号2番Dr．J．MacMillanBrown（112頁）

人物番号3番J．B．Condliffe（134頁）

人物番号5番J．B．Gow（182頁）

人物番号8番C．M．Luke（233頁）

人物番号11番A．Varney（337頁）

（2）第2回太平洋会議参加者

人物番号12番WalterNash（268頁）

人物番号13番PeterHenryBuck（113頁）

人物番号14番WilliamHollisCocker（132頁）

人物番号15番WilliamMawson（255貢）

（3）第3回太平洋会議参加者

人物番号16番W．B．Matheson（255頁）

人物番号17番HoraceBelshaw（96貢）

人物番号17番HoraceBelshaw（96頁）

（4）第4回太平洋会議参加者

人物番号23番W．T．G．Airey（74頁）

人物番号24番H．F．vonHaast（338頁）

人物番号26番J．E．Strachan（325頁）

（5）第5回太平洋会議参加者
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人物番号12番Hon．WalterNash（268頁）

人物番号27番GeorgeWhite負eldArmitage，Jr．，（82頁）

人物番号28番FrankMilner（260頁）

人物番号29番Hon．WilliamDownieStewart（324頁）

人物番号24番HeinrichF．vonHaast（338貢）

（6）第6回太平洋会議参加者

人物番号17番HoraceBelshaw（96頁）

人物番号30番E．N．Merrington（257貢）

（7）第7回太平洋会議参加者

人物番号3番J．B．Condliffe（134貢）

（8）第8回太平洋会議参加者

人物番号12番WalterNash（268頁）

（9）第9回太平洋会議参加者　一一

人物番号17番HoraceBelshaw（96頁）

おわりに

前章では，スコラフィールドの出版した，1931年版の『名士録』を用いて，ニュージーランド調査会

関係者の略歴が記してある該当箇所を調査した。しかし，ニュージーランド調査会関係者として挙げた

のは，1925年から1950年までの太平洋会議参加者と，1927年か1928年の役員名簿に掲載された者

であった。彼ら以外にも，ニュージーランド調査会が発足する1926年から，1939年にニュージーラン

ド研究所に吸収合併されるまでの前半の時期と，太平洋問題調査会の国際事務局が1960年に解散決議

するまでの後半の時期に，多くのニュージーランド人が，太平洋問題調査会での調査・研究活動に参加

している。今回は，時間的な制約により，ニュージーランド調査会の初期のメンバーを中心として，彼

らの生涯をたどる資料の調査結果について記述した。今後は，今回調査した資料を基に，1926年の発足

時から1960年の解散時に至るまでの全期間の資料を追加して，ニュージーランドの太平洋問題調査会

活動に関係した人物に関して，個別の伝記を書きたいと思っている。

注記

（1）『国際関係に関する知の制度化：オーストラリア・ニュージーランド・カナダにおける太平洋問題調査会と国

際問題研究所の発足過程』（論創社，2005年3月）の第3章「ニュージーランド太平洋問題調査会の戦前期の
活動」と第4章「戦前期ニュージーランド太平洋問題調査会の再建問題」を参照せよ。

（2）第1回目の11名の参加者やその後の太平洋会議へのニュージーランド人参加者に関しては，『知の制度化』の
175～179貢を参照。太平洋会議へのニュージーランド人参加者に関しては，後述する。

（3）調査会の国際事務局が中心となって開催した第2回目以降の太平洋会議を含めて，第1回目は4名（ハリー・

N・ホームズ，H・W・カースレイ，R・ピアソン，アーサー・バーネイ）のキリスト教関係者が，第2回巨は
1名（ウイリアム・マウソン）だけが参加した。それ以降は，ニュ，ジーランドにおいて，YMCAとニュー

ジーランド調査会との関係は薄れていった。

（4）『知の制度化』の67～68貢を参照せよ。日付は不明であるが，J・B・コンドリフがまだ名誉幹事を務めていた
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1927年2月以前の時期の役員名簿は，以下の通りである。なお，通し番号は，人物番号である。また，各項目

の最後の貢数は，後述の第3章で解説するガイ・H・スコラフィールドの『名士録』に掲載されている各人物

の略歴を載せた該当貢である。この役員一覧表と，1926年時の本文に載せたメンバー表が異なるのは，①名

誉監事が，本文ではA・D・パイスリーになっていること，②本文では，スコラフィードとハビットソンの名

前が挙げられていることの2点である。

ニュージーランド太平洋問題調査会役員名簿

InstituteofPacificRelations，NationalCouncilofNewZealand

Executive

38）SirJamesAllen

Hon．J．B．Gow

39）SirGeorgeElliott

40）SirMauiPomare

Prof．J．B．Condliffe

41）A．D．Paisley
ExecutiveCouncil

42）Dr，GuyH．Scholefield

43）Dr．E．Marsden

44）DriC．一且－Herctは－1

45）H．E．Gibbs

46）MissN．E．Coad

47）A．L．Cropp

W．H．Cocker

WalterNash

48）J．D．Gary

49）D．StanleySmith

50）C．S．Falconer

H．F．von Haast

51）Rev．W．Hewitson

AdvisoryCouncil

52）H．D．Skinner

Rev．F．Milner

53）Prof．J．Hight

54）Hon．GeorgeFowlds

W．B．Matheson

55）Chas．E．Wheeler

ArthurVarney

56）Hon．G．M．Thomson

57）Dr．AllanJ．Thomson

President

VicePresident

VicePresident

Vice President

Hon．Secretary

Hon．Treasurer

58）lLD．Acland

59）Hon．A．T．Ngata

TeRangihiroaBuck

60）Kempthorne

61）Molyneaus

62）H．E．Holland

A．C．Caughey

63）A．R．Atkinson

Dr．MacMillanJ．Brown

64）J．M．A．Ilott

65）Prof．W．N．Benson

FormerPremier（76頁）

Member1925Institute，M．L．C．（人物番号5番）

PresidentofBankofNewZealand（156貢）

M．P．

Member1925Institute，Economics，

CanterburyCollege，Chirstchurch（人物番号3番）

LibrarianofNewZealandParliament（307頁）
Asst．DirectorofEducationofWel1ington（252頁）

Corresp｛）ndingSecy．＿Du血inlnstituteGrQuP．ノ

Asst．DeanOtagoMedicalCollege（197貢）

WellingtonhBoardofEducation（130貢）
Businessman

CorrespondingSecy．ForAucklandGroup（人物番号14番）
Secy．ofNewZealandLaborParty（人物番号12番）
DominionSecy．ofForeignAffairs，andSecretaryofColonies

BritishRoundTable，Lawyer（316頁）
Wellington（160頁）
Businessman（人物番号24番）

MasterofKnoxCo11ege（198貢）

Dunedin（315貢）

WaitakiBoysHighSchool（人物番号28番）
Prof．ofHistory，CanterburyCollege，Christchurch（198貢）
PresidentofAucklandUniversity（169貢）
PresidentFarmersUnionofNewZealand（人物番号16番）

ParliamentaryPressCorrespondent（345貢）
FormerGeneralSecretary，NationalCommittee

Y．M．C．A．forNewZealand（人物番号11番）

Prof．atDunedinUniversity（330頁）

DirectorDominionMuseum，SpecialistofPlantsand
A面ii面云1豆‾▼Aeeli而ati去就ionitlNew Zealand‾V‾

Christchurch（72頁）
MemberofParliament（270頁）
MinisterforNativeAffairs（人物番号13番）

Bishop（219貢）
Bishop

M．P．LeaderofLaborOppositionParty（202頁）
Member1925Institute（人物番号1番）
BritishRoundTable（84貢）
ChancellorofNewZealandUniversity（人物番号2番）

President，Ilott’sLtd．，AdvertisingAgents（209頁）

ProfessorofGeology，DunedinUniv．（97貢）
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66）Ven・Archdeacon，H．W．Williams AuthorofMaoriDictionary（349貢）

（5）この合併過程の詳細に関しては，『知の制度化』の第4章「戦前期ニュージーランド太平洋問題調査会の再建
問題」を参照せよ。

（6）国際事務局が編集した英文議事録は，以下の通りである。なお，本文の一覧表の括弧で書かれている内容は，
他の資料から得た追加情報である。また，通し番号は，後述の人物番号である。

平洋会議の議事録（日本IPR，中国IPR，国際事務局）

第1回：沢柳政太郎編，『太平洋の諸問題』，有斐閣，1926年

陳立廷編，『太平洋国交討論会第1次会議報告書』

171∫／i／1′／し1・J／7∫1柄′／し、（亘飽（、摘ビ針山J／（川∫・〃州。！′′／′バ、∫∫聞．ル仇ヾり〟五＿けJ925．持∫√叩・．し）曙（mJこ．油‘州5．

丹oceedings，DiscussionsandAddγeSSee，Honolulu，Hawaii，1925

第2回：井上準之助編，『太平洋問題，1927年ホノルル会議』，日本評論社，1927年
陳立廷・應元道編，『最近太平洋問題』

J・RCondliffe（ed・），nDblems扉thefbcific；PrDCeedingsdtheSecondConjbγenCeqftheInstituteqf

月2CificRelations，月bnolulu，Hawaii，Jub15to29，1927，TheUniversityofChicagoPress，Illinois，

1928

第3回：新渡戸稲造編，『太平洋問題，1929年京都会議』，丸善，1930年
蘇上達・祁析実編，『最近太平洋問題』

JrB・－Condliffe一（ed，），Problemsqf－the」勃cific1929－月℃Ceedings〆theThirdConjbrenceqf－thehlStitute

qf劫ci7icRelations，肋rtland耳OtO，ht）an，October23toNovember9，1929，TheUniversityof
ChicagoPress，Illinois，1930

第4回：那須培編，『上海に於ける太平洋会議』，岩波書店，1932年

劉駁萬編，『最近太平洋問題』

BrunoLasker（ed・），ht）blemsQfthehlCijic1931；丹oceedingsqftheFburthCoYtfermceqfthelnstitute

qfnlCiJicRelations，HongchowandShanghai，China，October21toNouember2，1931，TheUniversity
OfChicagoPress，Illinois，1932

第5回：【第5回太平洋会議の議事録は，新渡戸稲造死去により発行されていない】

BrunoLasker＆W・L・Holland（eds・），舟oblemsqfthefbcific1933－－－ぜconomicConjlictandControl；

伽ceed乃gg扉娩e釣第九Co痢γ留れCe〆肋e血Sわ〟ね〆fbc所C鮎αが0乃g月お城Cα朋dα，J4づ6A祝g〟鴎
1933，0ⅩfordUniversity，London，1934

第6回：日本国際協会太平洋問題調査部，『太平洋問題：第6回太平洋会議報告』，日本国際協会，1937年
W・L・Holland＆KateLMitchell（eds・），ProblemsqfthelhciPcl936TAimsandResultsqfSocialand

ノ‥・・い・．ご・Jl・一・一・．ご・．・J・ノー・・．・t　′′・‥．・1－・川‥　－・．・．・′．＼∴　ノー・．．・．・・．・‥－　∴　㌧・－．・′・．　∴J．・．

Relations，YbsemiteNationalhrk，Calitornia，15－29August，1936，0ⅩfordUniversityPress，London，

1937

第7回：HollandW・L，Mitche11KateL（eds・），丹oblemsqfthehlC所C1939；ProceediYqSqftheStudyMeeting

qfthelnstituteqffbcificRelations，ViYginiaBeach，Virginia，November18」〕ecember2，1939，Institute

OfPacincRelations，1940

第8回：InternationalSecretariat，T侮γand角aceintheZbcific；A丹eliminaryRゆOrtqftheEighthConjbrence

（り！／好J′lJ面′／＝亘几所行。尺、／り！J聞ゴ聞tl’（汀！J順一（川d爪一路1（・（汀n嗅げ面前団日加－と’rJJr。、11．V。Jわ。旧fJ＝ノ八、

劫ciJicandtheFbrEas乙MontTYtmblant，Quebec，December4－14，1942，InstituteofPacificRelations，
N百両Ybfk，‾1943

第9回：InternationalSecretariat，Securi秒intheRIC所C；APreliminar3）Rゆ0γtqftheNinthCortferenceqfthe

lnstituteqffbciPcRelations，HotSt）rings，Vi曙inia，J2nuary6－1乙1945，InstituteofPacificRelations，
NewYork，1945

第10回：InternationalSecretariat，ProblemsqfEconomicReconstructionsintheFbrEast；Rゆ0γtqftheTenth

Co痴柁乃Ce〆娩e九sf加ね〆月2C所C月βαが0乃吉，Sか現的γd－012－Aむ0乃，且乃gα乃d，S砂地椚おγ5－20，1947，

InstituteofPaci丘cRelations，NewYork，1949

第11回：太平洋問題調査全訳編『アジアの民族主義：ラクノウ会議の成果と課題』，岩波書店，1951年

InternationalSecretariat，AsianNationalismandW7esternR）licies；PreliminawReportqftheEleventh

Co痴rencedthelnstituteqflhc所cRelations，Lucknow，1950，India，October3－15，1950，Instituteof
PacificRelations，NewYork，1951

HollandW・L・（ed・），AsianNationalismandTheWest；ASyn4）OSiumBasedonDocumentsandRゆOrtS
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ニューージーランド太平洋問題調査会の人々：人物を中心とした予備的考察

dtheEleventhConjbγenCe，1nstitutedfbcificRelations，NewYork，1953

第12回：日本太平洋問題調査会事務局『日本太平洋問題調査会（IPR）と京都会議』，

日本太平洋問題調査会1954年

木内信胤『京都会議の研究的な報告：1～16』，日本太平洋問題調査会
1955年1月～7月

第13回：八城政基「ラホール会議参加の記録（その1，その2）」『世界経済』，岩波書店，1958年5月号，6月号

宮下忠雄「第13回IPR太平洋会議＝パキスタン・ラホール会議の報告（講演速記）」『太平洋問題』通号

50，日本太平洋問題調査会関西委員会，1958年5月

（7）ピーター・バックの簡単な自伝は，『偉大なる航海者たち』（P・H・バック，鈴木満男訳，社会思想社1966
年）の第13章「南方の角：ニュー・ジーランドの歴史と神話」250～255貢を参照せよ。

（8）年代別に出版された『ニュージーランド伝記辞典』は，次の通りである0第1巻；1769－1869（1990年：Allen
＆Unwinと共同出版），第2巻；1870－1900（1993年‥BridgetWilliamsBooksと共同出版），第3巻；

1901－1920（1996年：AucklandUniversityPressと共同出版），第4巻；192卜1940（1998年：Auckland

UniversityPressと共同出版），第5巻；1941－1960（2001年BridgetWilliamsBooksと共同出版）。

（9）この内容は，インタpネットでも検索することが可能である。http：／／www・dnzb・gOVt・nZ／dnzb／

（10）ラウンド・テーブル運動に関しては，『国際新秩序を求めて‥RIIA，CFR，IPRの系譜と両大戦問の連係関係』
（塩崎弘明，九州大学出版会，1998年1月）の第1章「ラウンド・テーブル運動の始まりとその背景」17～26

頁を参照せよ。
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